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バ イ ロ ン 小 論

宇 佐 美 道 雄

A SHORT PAPER ON 13YRON

MICHIO USAMI

It is the subject matter in the short paper to make ar) attempt to put forward one of the

motive ageneies of the Romantic Movement perspicuously shown in Byron's works throughout

his life, and the analysis is carried out by Lnear)S Of the sociological interpretation of literature.

The paper begins with the chapter titled `Methodology'manifestir,g the methodical idea that it

is sometimes required for the literary criticism towards Byron's works to be made･ a[partfrom so

called `Byr細Mystery･, becau昏e any literary phenomenon can be regarded as a sig虫or
a trace in

Ⅵもich the social organism reveal毒itself･ In
･
the succeediq chapter titl由`Substructute' the

Economical Structure of English society
in the age of Romanticism- is

analysed add i-ts principaI′

character i言eXamined, resulting that the Proddctive Power rapidly increases･ the Productive

Relations shift, two classes that will never be in unity corhe into
existence and the contradiction

rN3rVades into all phases of the society. ･Mentality of the Age'is the title for the third'ch_abtei

where the fact is stated that the invisible but veritable mentality of the age, inevitablly ushered
′′

by tile $OCial character of the age as
mentioned

in the previous血apter･
can be also found in all

Byron's works throughhis insightinto the actualcontradiction between id.ealand reality or through

his paradoxical attitude towards love and hatred, defiance and despair･ The development of Byron's

dualmind is marked aIld traced in the fourth chapter `t)'uality' and the severaldialogues
in

･Manfred, are pointed out as a spot of climax where the poets's innel･ conflict
was driven into

the extremity ar'd his inner flight tovVards reconciliation began･ Symb〇1i2;ed by the血ext title

･Escape and Elevation･, the reconciliation
is interpreted in the fifth chapter･

As well as th占social

conflict of the age had been reconciled into the natioml prosperity of theglorious Victorianage,-

the inner contradiction of romantic poets including Byron had to be鰐eaped and elevated towards

a higher point where the･ contradiction
itself ha卓nO SigⅡifica-nee ally more,and thi弓mak由it

comprehensible tht someJ romantic poets went to
exoticism or medie∇alism and s故地of the'rn

to
su押rnatural,ism or mygticis瓜 Cynism was the highest starid-poi血that Byron had attaEined

aitera long and h訂d wオy Oi- his iAn占r st,ruggle, and
it fb血d a riterary血nifestati血in胎

･5&tir号calLiterature, which
was the title of the laat

chapter.
It is concluded there that in his

htぜSatiric出poems, particularly h ･Don Juan･, he rhade a final and yet original
flight toward岳

zh軸t psition representing the intrinsic character of the- Romantic Moverhent･

方 法 論

バイロンの生産に次々と起った異常ではあるけれども偶然の出凍軒一家柄･不具･美貌･恋愛`･悪徳･戦
線 -

の総てが,いつか`TByrc'n噛try"を作り上げ,それは甘年以上にもわ1:つて綾の作題v?a)･iE'しい考
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寮と評価とを蛎げてきた.今や,｢この詩人の恋愛事件が非難きれたという事実も,彼がその一生を自由の理鑑

に捧げたという事実も,バイロンが文学の世界で占めるべき地位にいさきかも影響するものではない｡詩を道徳_

的に批判しようとするなら,証拠は詩そのものの中に見出すべきである.｣というH･Readの言葉は正しい.詩人

の実人垂が作品の解釈に無用の混乱を与え∴作品の世界が詩人の突入生に不必要なセンサクを促すという悪い循
環,バイロン伝説に更に新しい何かを加えようと競う愚を止めるためには,あまりにも多彩な彼の伝記からしぼ

らく一遍ぎかる必要がある｡他のどの詩人の場合にもましてバイロンの場合には,その実人生と作品世界とは峻別

きれねばならぬのである｡このことに関するかぎり, ｢吾々の批評眼を彼の書いたもの自体に注ぐなら.ば,青年

以上にわたって本当の問題の所在をくもらせてきた評論,一方的批判,附随的醜聞等の大部分を無視することが一

可能になるであろう｡問題は元来詩に関するものなのセあるから｡｣というH. Readの発言は再び正しい.一人

の詩人の詩の製作及び作品世界の展開をその根底において規定している或る契機乃至作因を想定する場合,その･

approacbの仕方にはさまぎまな変化と多様性が想像されるが,道程の多岐にもかかわらず,この詩人に対して

純粋に外在的に作用した或る力,人間の意志や意慾,意識や認識の力を超越レて純粋に外在的に作用した或る允

を予見し,それを見究わめようとすることにおいては総て同一であるといってよい｡

文学運動というものを絶えず変化し発哀しつづける社会という有機体が示す諸々の現象の一つの現われとして~

とらえるとき,それは唯物史観を通ってプレノ､-ノフの公式に導かれる｡バイロンの詩の本質を全く局外者の立

場から,最も錠く洞察した言葉の一つとしてしばしば援用きれるイギリスの宰相S･ Bddwinの感想｢対ナポL/

オン戦争が終った時,及びそれにつづく時期に, ･イギリスにもヨ-ロツパ大陸にも滞っていた時代精神は,一つ.
の啓示を無意識のうらに待ちこがれていた｡バイロンはその啓示を与えた｡意識していなかったにしても,一時代.

精神が求めていたものは精神力,体力,行動の三つであった｡この三つの-ものを描いてみせた点ではバイロンに

及ぶ作家はかつていなかった.｣この発言は,プレハーノフの設定した｢社会的人間心理｣というーものを無意識の

うちに察知して,一人の詩人の詩の本質を見事を羊洞察した一例とも考えることができるo

唯物史観に基ずく芸術社会学派の主張は,文学を対象とした批評活動に適用する場合,早れ自身で充足する壬,a

足らないことは勿論としても･一個の作品にせよ,一人の作家にせよ･一つの流派にせよ,その存在を根底に牢

いて規定している甲Oment或いはmotiveの或る一面,その対象を導いているideaの必然不可避的要因･特に

その社会的基'Ea つまり,その対象に対して純掛こ外在的に作用してその存在を規定した或る力の一つというむ

のを抽出してぐるのには極めて示唆に富んだ一方法論とみなすことができる｡

下 部 構 造

バイロンを著しい代表者の一人とするイギリスの浪漫派運動は,通常文学史の上では, D;･ Johnsonの逝いた

年にj:つてそ-の開始を区切り,
'Refo,rm

Bill (D通過した年によってその終末を区切る等のごとく取り扱われる

が,正確のためには,文学史の上では古典主義文学の時代とヴィクトリア朝文学のそれとの間に介在し,政治史

の上ではハノヴァ-王朝の中期からブイクーリア朝に至るまでの約半世紀にまたがり,社会史の上では封建主義

社会の末期から商業資本主義社会の確立きれるに至るまでの過渡期に位置して･その間の時期に大きく開花した

文学運動であると規定しておいて一応誤りがない｡この時期の英国はその社会史のうちでも最も激しい変動の-I

っを体験しT:ものと考えられているが,, 1760年を境とした約50年間に鉄と石炭の生産高が殆んど200倍を超えたと

いう事実, 1709年に500万であった人口が1750年に600万, 1800年に900万, 1820年には1400万にまで増加したとい'

う事実,･甲attがSteam-engineを作ったのを軸とL/て,Cartwrightの紡織機･ I)erbyの採炭製鉄業･ Fitch

の蒸汽船, Fultonの外革船, Stephensonの機関車,等々が相次いで現われたという事実･要するに社会変動cDk

最もfundamentalな諸契機 一生産カー が殆んど信じられぬほど飛躍的に増大したという事実が,この間のI

変動の過程と性格の正しい把握を与えている｡

生産力の増大が或る段階を越えれば,従来の経済上の諸関係は自然に崩壊して新しい安定を求めようとして移一

行しはじめる.農村の副業であった各種製造業殊に紡績業は, "home-manufacture system''から徐々に

.1actory system"へと移ってゆくo都市,交通の発達は金融と商業の発達を促して新しい意味の資本を形成し,

エ琴に,土地に,貿易にと投資される｡大規模なenclosureは共有地･小作地･小農の私有地を次々と呑み込ん･

で,大地卦ちよる農場経営にと交替してゆくo畢最古典的なunity牽保っていた経済構造が崩壊し･再び一致二
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することのない二つの階級の発生と対立者はらんだまま,J'■貸本主義経済構造による一応の安定へ,という過転を

‥繰りひろげていつT:のである.プレノ､-ノフの公式は｢生産諸加z'よって条件ずけ.ろれた経済的諸関係｣,までを

下部構造として取り扱っているが,バイロンの呼吸しT:社会の示しT=他の総ての現象の性格は･まさi.ここの経済

贋造の移行の過程という一点に集約されているo

1812年,バイロンが上院の演壇に立って,

･The police, however useless,
were by no means idle : several notorious deh'nquents had beerl

detected-men,. liable to
conviction,

on the clearest evidence, of the capitalcrime of poverty･ men

who had been nefariously guilty of lowfully begetting several children -･･-I c甲nOt See the policy

of placJ･ng the military in situatJ･on where they canonly be made ridiculo甲･Asthe sword i5 the

worst argument that canbe used, EO it
should be the last･ In this instance it has been the

first.'(1)

と論じT:とき,それが人々に与えT:感嘆の効果の割には, `'NottinshamFrame-breaking Bill"そのものは,こ

の社会の｢政治的諸制圧｣がはらんでいT:問題のほんの氷山の一角を示しているに過ぎなかったo歴史に残って

いる暴動だけでもSpa-Field Riot (1816), March of Blanketersし1817), Peterloo Masacre(1819)等を数え

ることができる.政府はCombination Act(1799,1817)によって労働者の集会を禁じ, Habeas CorpllS Actを

三たび停止することによってこれに軌､た｡凡ゆる社会制度のうらでち,家内工業を奪われた農民カ.,ら立法的に

土地まで奪った地主貴族が,ナポレオン戦争中の地代と穀物の高騰を例のCorn
Law (1815)を成立写せること

によって殆んど暴力的に維持させた事件ほど,この社会の性格をよく物語っているものはない｡再び･二つの階

叔の新しい発生とその対立を資本主義という形態に安定させていつT:この時期の経済構造め移行の過程が･この

社会の他の総ての現象の性格を規定している,と云わねばならない｡

時 代 精 神

イギリスばかりでなく全ヨーロッパにわ[:つて古典的なアンVヤソ･ i,チ-ムの世界が崩れはじめたとき,そ

の著しい指標の一つとなったものはフランス革命であったから,
｢個人の自由｣と｢自我の解放｣はあたかもこ

の頃の時代精神を表明する合言葉のようにも見えたo 'バイロンがこの時代に生きた一人であったという限りにお

いては,彼がその作品を通して絶えずこれらの理想を表明してきたという阜解に誤りは:t].いoこのことを要約し

て, C. M. Bowraが･For Byron, as for some of his contemporaries･ the failure of･ the French Revolution

was a challenge
to put its ideal int9 action,and chief of the紀WaS the

･belief
in personal liberty

and ,･n the importance of the individualman･ I(2)と書いているのは全く正しいo･;丁方･.現実において･ `fTh?

Regency"の社交界がロンドンの貧民窟と著しい対象をなしているとき,個人の自由はしばしば絶望的な反逆考･

自我の解放はしばしば背徳的なv好を意味する結果となっていたから･バイロンに関L/･て再･ぴBowraが,

･Byron knew how difficult this idealwas to realize and what powerful obstacles it met ill the corruption

of society and the contradictions of human nature･ He made many disc9Veries･: seldom
19reditable･

ab.ut h.･mself and Other men, and that is why at t血es he seepIS Cynical and disillus阜oned･
-'(3)と書い

ているのも全く当然と云いうる｡そして,真の陣代精神は,バイロンが示した社会的現実の把握の･:.*に･理想と

現実のカイ離という認識の中に,抽象的に存在していたのであるo

バイロンの詩はしばしば支配するものへの反抗の叫びを歌い上げるo地主のドン欲に対して･ ≒嘩守政権の反動

に対して｡

Safe in their barns, these Sabipe
･ti11ers

sent

The壬r brethren out to battle⊥why? for rent!

Years after years they voted cent per cent,

Blood, sweat, and tear-wrungmillior)s-why? for rent!

They roar'd, they dranl{, they swore they meant

to die for England-why? -for rent'1:'

''

∴.1lt. '.:'･-
'.･･

､ヽ
.I
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(The Age.of -Brpnze,
ⅩIV, 61&-23)

Shut up the bald-cut bully Alexander I

Ship off the Holy Three to Senegal;

Teach them that ``sauce for goose is sauce for gar)der,
"

And ask them how they like to be in thrall?

r (Don Juan, ⅩIV, lxx3(ii)I, 1-4)

しかしrながらこれらの詩句が反抗を主題としているからとい-3て,それらが単に支配きれる階級の芦を代弁して

い早とみなされることはまずある.まい｡既に,
_ ･'*hy

then live-for rent!,の中に金切声に近い悲鳴を,

一and
as車中epT.

how t争ey!ik:eto be ,'n thrall? 'の中に絶望に近い冷笑を,それらを読み取るのに･さして感
J

度の良さを必要としないように思われる｡ "Chlde Halold"第三巻の最初を飾る

Since my you虫g. days
of passion-joy or pain,

Perchan,ce my heart革nd.harp have lost a string,

､And
both may

L,jarよ

に始まる一連の自己表明の中に,また;しばしば絶唱と讃えられる

So w9'11 go nq more r?vJ'ng

So late into the n;ght.

に始まる拝情的冥想の中に,'む■しろ人口にカイvヤしたバイロンの詩のすべての中に,反抗と背徳の結果する物

憂い絶望感がいっも湛えられていることは容易に指摘できるところである｡バイロンの詩がしばしばかもしだす

この種の反逆的な気ノ､クと絶望的な感覚との不思議な混コウの中には,この社会に生きた人々にのみ新鮮に感ぜ

られる或る必然的なmentalityが表現きれてお.り,そして再び,真野時代精神はこの不思議な混コウの中に象徴

的に存在していたのである｡

= 律 背 反

バイロンは荘厳な思想詩HManfred〃を書きながら,洗濯屋の妻君やパン屋の妻君と不義を働いたといってしば

しば非難守れているo M･Arnoldのバイロン論の中に見える`This beautiful and blighted being was at bottom
a
. coxcomb･ He

posed.all
his life long･'(4)という言葉は幾通りもの解釈を生んだが･若しそれが彼の作品世

衷と実人生と?間の落差l%対撃としているのなら,この場合一応問題にならないoしかし,若しそれがバイロン

の内部で彼自身も烏付かなL.1うらに起つT:ある種の分裂に関しているのならば,やはりその波及するところは幅

広く根深いro.To withd,aw miself from myself (oh that cu'rsed selfshness!) has ever been my sole,

my entire.血y占i'ncere motive 主∫lSCribbing atall.'と日記に書いT:とき,彼は誰より-も如こ自己をとらえよ

うという狩葺削こ,とらえられた自己の中にとらえた自己だけ不足しているという果てしない狩猟こ由りたてられ

ていたのだと想像されるこ とらえる自己が実体ならばとらえられた自己はポーズと呼ばれることもできよう｡自

己トウカイと呼ぶにせよ自意識と呼ぶにせよ,一人の人間を再び一致することのない分裂にまで狩りたててゆく

近代的疾病の基因は!彼の住んでいる社会そのものの二律背反的な性格にまでさかのぼらなければならないo こ

のことは,下部構造の中に生じた二元的因子が社会的諸制度全般にわたる二元的対立をもたらしたのと全く同じ

経過をたどって,時代精神の様々の示顕の中に見られた二律背反的性向が一人の詩人の内面世界の中にも決して

合致することのない分裂を引き起したということに外ならないo Jungenfrauの絶頂に立らたManfredが,

But we, who name ourselves it's sovereigns, we,

Half dust. half deity.alike unifit

To sink or roar,

(Manfred, I, ii, 39-41)
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と独語する･とき,この一種の人間観の表白の軸ど,y■-ま轍,与Al酵の妖女がhhnfredに向って

I kno女 thee for a man of many thoug班畠,
.

､′

And deeds (うfgood and 'eviIL, extre血e in both,

Fatal and fated in thy sufferings.

(ibid,iI,?i)',34-35)

と呼びかけるとき,この一個の人間像の表示の中に,これらの中にバイロンの内面世界の分裂の最高の地点を認

めることは一応可能であろうと思われる｡ `hdf.dust, half deity, '或いは`goodand evil, extreme in both'

のごとく両極端の属性がその分裂を暗示するに到れば,それは

･Before thee at thy quest their spirits are二

What wouldst thou with us, son of mortalsISay?I

`Fotgetfulness-
'

'Of what10f whom-and why?
'

`Of that whichwithin me ; read it there-'

`

Oblivion, selトoblivion

Can ye not wring from out the hidden realms

Ye offer so profusely what l ask?'

'It is not in our essence, in our skill ;

But-thou may'st die.
'

(■ibid∫, i, 134･-148)

というSeven SpiritsとManfredの対話にまでは必然的に通じているわけであって,破局に面したその分裂も

既に変向点の直前に立っていることを示している｡十九世紀初頭の社会史の中で二つの階級の対立が激化から安

定に向った瞬間を指摘することができないのと同じように,バイロソの内部に起った自己分裂も◆その変向点を阻

示することはできない.しかし,彼がその生涯の終りにMisolo益ghi o5日皇で,

Temperate I am-yet never had a temper ;

Modest I am-yet with some slight assurance ;

Changeable too-yet
somehow 'Idem semper''･

Patient-but not enalnOured of endurance ;

Cheerful-but, sometimes rather apt to whimper

'
･
.

Mild-but at times a sort of `Herculesfurens''.

So that Ialmost think that the same岳kin

Fot- one without-has two or three within.

(Don Juan, XVII)

という自己認識を口にし得たときには,この詩人にたどり得る唯一の道をたどって,や埠り一つの安最良に草し

ていたと見ることができる｡

姓 茸 性 向

バイロンの作品の初期を彩っている一群の甲icsJPrhe Gi批r"に始まって'一丁地政出de ofrAbydd', "They

触ぬir", "The Lar&'!
､と続く一連a)作鹿系列が,現在でiま殆んど鑑貧の対象となり得ないからといって,それ
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が"Childe Halold I, ⅠⅠ''によって燃え上った':敬ron Fever''音字一層独をそそ.ぐ結果となったという事実と矛

盾しているわけではないo "蜘Fever"の基因はやはり嘩漫派運動一般の或る特質に通じているo因みに,
M.Arnoldが, `So slovenly, slip一曲od,and ]'nfelicitous'■とこきおろして以来絶えず決定的なカキソとして

滴揺される｢誇茨されT=用語,手垢のついた韻執 間違いだらけの文法｣等,文体の粗雑さすらも,古い秩序の
崩壊とともに古典的なタンレイさに目をそむけはじめたこの社会の人々だけが感ずる或る独特な通俗的面白さと

いうものに支えられていたと考えられないわけでもないのであるから｡ところで,これら一群のepicsを書き飛

ばしてゆくに当ってバイロンは土 まるで一つのobse出ionにとりつかれていろかのごとくに, sittlation の設定

を例外もなく異国の風物の中に求めようとしているo.'Child,eHiLrOld I,II"の魅力に関する`The poem owed

it's attraction to the p王cturesqueand romantic.scepes･-'(5)というJ･ C･ Smithの発言は,このバイロンの

obsessionを通って更に浪漫派運動の一つの特質-exoticismT
,0.問題にまで言及していると思われるoつまり

"Giour" -の熱狂と"Kubla Khan"への陶酔とは･そq)発生を∵つの基因一逃避性向-ごに負,5てLlたのであ

る｡

十九世紀前半の英国社会史の中で･階級的対立の一つの温点を示した｢マンチチスダーの毛布行進｣や｢ピー

タールーの虐殺｣から, ｢栄光のヴィクトリア朝｣という一応q?買定点に到るまでの間に,英国がインド,カナ

ダを中心として概ね全世界にまたがるいわゆる第二帝国の植局地vネテムを殆んど確立してしまっているという

歴史的事実は,この場合極めて興味深いことのrように思われろ.決して一体となる筈のない階級的対立は,それ

から目を背けるか,それを無視するか,少くとも対立を対立とレて意識しない次元に達することによってのみ一

つの安定に達することができるわけで,この時代においては,植民地からの巨大な盲の流入が彼らの好むと好ま

ぎるとにかかわらず･或る必然の勢いをもってこの種の安定に到達せしめたの･Tあったo ここにおいて･準外へ

の関心が文学作品への素材の撰択に影響を及ぼしたというほど性急な立言釦串当然避けられね時ならぬとしても･

文学の世界を含めてこの社会全体にわたつT=二律背反的な分裂の傾向は-詩人たを.甲革識や意慾の力q)限界を越
_ト.■. _▼

えてexoticismへの逃避の中にその次元を一つ高めることができT:とまでは十分に云L_1得るのでぁるo

これと全く同じ事情は,やはり浪漫派運動の一つの特質とし{て琴えられるlovefor
natureの中にも見出すこ

とができる｡ Wordswortbの自然讃美が

TlleSe beauteous forms,

Through a long absence, have not been tome

As is a landscape to a blini rnan's eye ;

But oft, in lonely rooms,
and 'mid the din

Of towns and cities, I have owed
to them,

1n hours of wearin#, Sensations sweet,

Felt in the blood, and feltalong the heart ;

tr r(I+-

To them 〔Nature〕 I may have owed anothergift, ･皇L,r∈三∴
--

Of aspect more sublime ; that ble出ed mood,
二{} e-Jー

In which the burthen of the mystery,
1

1n which the heavy and the weary weight

of all this unintelligible
'world,

Is lighted:

(Tintern Abbey, 22.-41)

1
+

■l

に見られるように,いつもその讃美の心を現実生活の'71wearine防'ヒ~或いは`heavyand weary we'ght'によつ

76裏打ち壌範好いるということ執一浪漫派運動の特質⑬経つ逃避性向密封よりも二雄弁に物語っている｡バイロン

¢どの系列の時にも絶えず見出､零れる自然頑実の詩句吟きちで,`'ehilde､鞠Id.IV"
､の中に見える次のSt沖縄
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軌条りにも好都合なので凡ゆるcOmme血tを拒否しているかCE)ようにきえ見受持ぢれ呑o

There is a pleasure in･ the pathl鰯WOOds,

.
There is a rapture on the lonely

shore,

-There
is s甲iety, where none intrude9･

By the d声ep Sea, and music in it's roar二

I love not Man less, but Nature more,

From these our intervieⅦ魯, in which l steal

From all I may be･ or have been before･

To mingle with the Universe, and feel

What I can ne'er expres, yet cannot all conceal.

(CLXXVIII)

筑ノ 制 定 学

"childe Harold'sPilgrimage"と"Don Jhan"とiま垂れぞれバイロンの詩作の初期と後期を代表する傑作とし

てしばしば見なきれている.バイロンの詩集には, -ChildeHarold"と"Beppo"と"ronJuan"とを別にして,

他の総ての作品を拝情詩,物語詩,劇詩,瓢刺詩の四つの系列に分賛して載せそいるものが多く見受けられる

.が,このことは,
"Childe Harold"と"DonJual1"とがやはりそれぞれの時期における経ての系列の詩のいわば集

大成的な作品であることを示しているとも考えられるo "Childe Harold"と"DonJuan''の関連については,殆

}Lどのバイロン研究家が常に触れている問題で,この点に関して小川和夫氏はその著｢ドン･ i7ユアy｣の中で,

･｢ドン. Jユアンという人物は,どこにでも姿を現わし得る非実質的人間なので,この点はバイロンの青春期の代表

作である『チャイルド･ノ､ロルドの巡歴』の主人公とかわりないのである∫∴ドン･i)土アシ`も-公子ハロルドも∴作

者が自分の感情や思想を思うがままに吐露する機縁として設虚きれたものにすぎない..しかし~J'1の二つの作品の

透いだには決定的な差異があるo チャイルド･ハロルドは成長期のバイロンの悲傷をになわされていて,それが

同時に十九世紀初頭のイギリス浪漫主義のもたらした新しい人間のタイプ壷示しているめであるあ;/ドン･ジュ

アンはまきしくこの青春時の自己の肖像をパロディ化したもの古とほかならないからである. 『チャイルド･ハロル

ド』においてはバイロンは自分のうちに見出■した新しい感性,彼た■とっても新しいもtDセあるとともに社会にと

っても『一朝にして作者を有名ならしめた』ほど新しいものであった感性に酔い痴れていて,その感性の奔流の

ままに押し流され,胸中に湧きあがる歌をのこりなくうたいあげたのであった.｣更に続けて, ｢『ドン･L7ユア

ン』では迷妄から解き放たれた経験が準言してい争のであり,社会の偽善にたいする痛烈な訊刺を旨としている1〟
-

TT→-･`-

のであるoナセル[;･.-}j6:i;u:･ド的な意調一も,時tlじであらがえぬ敷､や姿を克せるにせよ,それはすぐに比重
を同じくする判断,ときとして噸笑にとってかわられて,その結果この作品は見事な均衡を得てきている｡｣のご

.tくに触れている｡一方りBeppo''と=Don
JuanMとの関連については普通はあまり触れられることがなく,小

川和夫氏も,りDon Juan''の詩形について述べT:あとで,ただ｢この詩形による試作は『べツポウ』である.｣

七だけ触れてそれ以上の関連性については解説を試みていない｡しかしながら, "Beppo"がバイロンの最後の大

イ乍=Don JuanMに至るまでの詩の系譜の上での占めるべき地位は,詩形の上で試作品というに止まっているとは

考えられない｡もともとこの"Ottava r血a〃という詩形がromanticnarrativeに用いられるものであったこと

から,バイロンもこの詩形を試みるに当っては,そのsituationの設定その他を殆んど彼の手馴れたepics のそ

れにおぶさってしまっている｡ただこの作品の中では従来のどの epicsの主人公にも附与きれていた英雄的風ポ

ク,背徳を背景とする奔放な行動,悲劇的な結末等のplotの展開に示された諸特質が完全に影をひそめて,どこ

かcynicalら匂いのする皮肉まじりな笑い話に仕立てあげられている｡作品世界の完結皮という点では殆んど問

題にならないとしても,バイロンの全作品の中でこの種のものは"Beppo"ただ一つしかないという事実は十分注

目に値いする｡小異を捨てて大同をとれば, 1yricsから"Don Juan" -の道程を…Cbilde Harold"が導き,

tepicsから"Don Juan"への道程を"Beppo".が導いたという図式さえ成り立つといえるのであるo
･"Ottava

rima"の"DorI Juan〃への適合性に関しては! `The ottava rima with it's easy progreぉis well adapted
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to
story-telling･ and tb6 ･Cli丑d血g.couplet ･i?r.

･甲坤中野苧∴gives ･廟如nt ･oppprtuniti飾for.epigra抑I

such as were denied by Spenserian stanzas of Childe Harold. The easy flowing stan2;aS Suit Byron's･

different effects, and thoughthey lack polished art, theyrlare血pe飽tt; veliicle for'&hat~ hte
-ha占to say.-

They are so flexible that in them Byron's carele弱neSS does not matter and indeed becomesもvirtue,.

since it is part of his conversational manner. All kinds of elements pass由sily into his style. It is=

equally suited to lyrical descriptioェI and scurrilous satire, to
-susta-ined `narrative and persor)aloutbursts,

to
stately declamation and slopdash slang. The brilliantly ing由ious･ rhymes keep it fresh and lively,

and the sprightly,uninhibited movement of the stanzasーis in perfect accord with the darts
and flashes-

of Byron'smind.'(9)というC.M. Bowraの解説が,少し一方的なきらいはあるにしても,概ねその要を言い

つくしてしまっているoバイロンの詩がtechniqueの上でこの武器を手に入れたとき, :彼の詩作の終着点-のj首

は決定的なものとなったと云えるのである｡

二元的な対立の世界において,その対立を対立として意識し一ない世界にまで次元を一つ高めることが逃避性向

の本質であるとは前にも触れたo再びC. M. Bowraが, `The moods of admiration and mockery exist

concurrently in him and are emerged in his outlook. -･･-･･His emotions and his intelligence. were at

war, and throughwit he found some SOrt Of reconciliation betweenlthem..'(7)と書いているごとく,-メ

イロンの中に見られた総ての二律背反的な性格は,対立に何等の意味をも認めようとしない訊刺文学という地尽

に達することによって-完全にその世界の次元を一つ高めることを可能としたo 繰返して云えば,彼の生きた社

会の他の総ての現象を象徴するかのごとくに,バイロンは cynical point of view に立つことによってその安定

点に達し得たと云えるのであるo
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